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山本正嘉（編集委員長）１）２）　　西薗秀嗣２）　　藤田英二２）　　高井洋平２）

１）鹿屋体育大学スポーツトレーニング教育研究センター長　　２）鹿屋体育大学スポーツ生命科学系

スポーツトレーニング教育研究センター沿革

表紙写真：トレセンのプロジェクトの一つとして、学校教育の中で実施できる子供の体力と学習能力
を向上させるための貯筋運動の開発を行っている。この写真は、小中一貫校である花岡
学園の生徒が実施しているところ（本文p15を参照）

平成５年（1993）
　７月１日　文部省から，平成５年度大学改革等調

査経費　示達
　　　　　　「少年期からの発達段階に応じた科学

的なトレーニングと効果的な指導体制
の在り方に関する調査」

平成６年（199４）
　４月１日　スポーツトレーニング教育研究センター

設置準備特別委員会発足
　５月2０日　スポーツトレーニング教育研究センター

設置
　　　　　　センター長事務取扱に河野　眞副学長

就任
　1０月１日　西薗秀嗣助教授　体力科学講座から学

内移動

平成７年（1995）
　３月１日　金高宏文講師　コーチ学講座から学内

移動
　４月１日　初代センター長に會田　勝教授就任　

特別研修員　西村信一
　　　　　　研究協力校（鹿児島南高等学校・鹿屋

高等学校・谷山中学校・第一鹿屋中学
校・横川中学校）を指定

平成９年（1997）
　３月2８日　スポーツトレーニング教育研究センター

棟竣工
　４月１日　第２代センター長に平田文夫教授就任

特別研修員　池畑辰也
　　　　　　特別研究員　上海体育学院　陳　 杰

教授
　５月８日　スポーツトレーニング教育研究センター

棟竣工記念式典を挙行

平成1０年（199８）
　４月１日　第３代センター長に大平充宣教授就任
　　　　　　山本正嘉助教授着任
　　　　　　特別研修員　佃　省三
　　　　　　研究協力校（鹿児島南・樋脇・南大隅

高等学校，谷山・桜島・横川中学校）
を指定

平成11年（1999）
　４月１日　特別研修員　西園和昭
　５月1８日　トレーニング環境シミュレータ　竣工式

平成12年（2０００）
　３月19，　第12回トレーニング科学研究会開催
　　　2０日
　４月１日　特別研修員　石田尾行徳

平成13年（2００1）
　４月１日　第４代センター長に西薗秀嗣教授就任
　　　　　　研究協力校（鹿児島南・南大隅高等学

校，谷山・花岡中学校，鶴羽小学校）を
指定

平成1６年（2００４）
　　　　　　研究協力校（鹿児島南・南大隅高等学

校，花岡・鹿屋東中学校，鶴羽小学校）
を指定

　　　　　　加賀谷善教講師着任

平成1８年（2００６）
　８月１日　第５代センター長に山本正嘉教授就任

平成19年（2００7）
　４月１日　研究協力校（鹿児島南・南大隅高等学

校，大隅・花岡中学校，鶴羽小学校）を
指定

平成20年（2008）
　４月１日　藤田英二講師着任

平成22年（2010）
　４月１日　研究協力校（鹿児島南・南大隅高等学

校，帖佐・大隅中学校，鶴羽小学校）を
指定

平成22年（2010）
　４月１日　高井洋平助教着任

平成23年（2011）
　４月１日　教員組織の改組により，これまでのセン

ター所属教員はスポーツ生命科学系に所
属することとなり，その上で山本がセン
ター長，西薗，藤田，高井がセンター兼
務担当教員となる

編　集　後　記

　トレセン報告書1６号をお届けします。執筆者の皆様には厚くお礼申し上げます。

　トレセンでは現在，「子供貯筋」「アスリートドック」という２つのプロジェクトを中心に進めていま

す。前者は，学校教育の中でできる短時間の運動によって，体力に加えて学習能力を向上させようとす

るものです。

　後者は，子供から一流選手まで，種目やレベルに応じた体力やパフォーマンスの測定を行い，それを

フィードバックして競技力向上に役立てようとするものです。

　平成27年９月には，大学内に大規模な「スポーツパフォーマンス研究棟」が完成します。これによ

り，２つのプロジェクトもさらに進むことが期待できます。

　今後とも，ご指導やご支援をよろしくお願い申し上げます。 （山本正嘉　記）
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